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学大良奈

志
賀

の
山
越

え

の
「
い
は
え
」
考

1

『
大
和
物
語
』

=
二
七
段

*
森

本

茂

『
大
和
物
語
』

(
為
家
本
)

一
三
七
段
の
本
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

志
賀
の
山
越
え
の
み
ち
に
、
い
は
え
と
い
ふ
所
に
、
故
兵
部
卿
の
宮
、
家
を

い
と
を
か
し
う

つ
く
り
た
ま
う
て
、
時
々
お
は
し
ま
し
け
り
。
い
と
し
の
び
て

お
は
し
ま
し
て
、
志
賀
に
ま
う
つ
る
女
ど
も
を
見
た
ま
ふ
時
も
あ
り
け
り
。
お

ほ
か
た
も
い
と
お
も
し
ろ
う
、
家
も
い
と
を
か
し
う
な
む
あ
り
け
る
。
と
し
こ
、

志
賀
に
ま
う
で
け
る

つ
い
で
に
、
こ
の
家
に
き
て
、
め
ぐ
り

つ
つ
見
て
、
あ
は

れ
が
り
め
で
な
ど
し
て
、
か
き

つ
け
た
り
け
る
、

か
り
に
の
み
く
る
君
ま

つ
と
ふ
り
い
で
つ
つ
な
く
し
が
山
は
秋
ぞ
悲
し
き

と
な
む
書
き

つ
け
て
い
に
け
る
。

以
下
、

「
志
賀
の
山
越
え
」
の

「
い
は
え
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
が
、

ま
ず
志
賀
の
山
越
え
の
道
順
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

二

 

志
賀
の
山
越
え
は
、
京
白
川
か
ら
近
江
の
志
賀
に
至
る
道
で
あ
る
が
、
志
賀
の

地
域
が
南
北
に
細
長
く
、
山
道
が
何
本
か
あ
る
上
に
、
資
料
も
と
ぼ
し
い
の
で
、

平
安
の
頃
の
道
順
を
特
定
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

ま
ず

「
志
賀
」
の
地
域
で
あ
る
が
、
承
平
年
間

(九
三

一
～
三
七
)
に
成
立
し

た

『
和
名
抄
』
の
滋
賀
郡
に
は
、
古
市

・
真
野

・
大
友

・
錦
部
の
四
郷
の
名
が
み

え
る
。
古
市
郷
は
現
大
津
市
膳
所

・
石
山
付
近
で
あ
り
、
真
野
郷
は
大
津
市
真
野

町
付
近
で
あ
り
、
大
友
郷
は
大
津
市
坂
本
付
近
で
あ
り
、
錦
部
郷
は
大
津
市
錦
織

・

園
城
寺

(三
井
寺
)
付
近
で
あ
る
。
す
る
と
白
川
か
ら
山
越
え
し
て
行
く
志
賀
は
、

だ
い
た
い
滋
賀
里
か
ら
三
井
寺
ま
で
の
、
南
北
二
、
三
キ
ロ
の
地
域
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。

志
賀
の
山
越
え
の
山
城

(京
都
)
側
の
道
順
に
つ
い
て
は
、
釈
浄
恵
著

『山
城

名
跡
巡
行
志
」

(宝
暦
四
年
ー

一
七
五
四
ー
)
に
、

荒
神
口

名
所

往
古
云
二
近
衛
河
原

一即
此
。
此
口
よ
り
吉
田
、
白
川
に
通
ず
。

古
の
街
道
の
並
木
、
古
松
、
今
所
々
に
残
れ
り
。

(巻

一
)

と
あ
る
。
藤
田
元
春
著

『都
市
研
究
平
安
京
変
遷
史
附
古
地
図
集
』
所
収
の
、
無

庵
著

「新
版
平
安
城
東
西
南
北
町
並
洛
外
図
」

(
承
応
二
年
-

一
六
五
三
ー
)
や
、

『
増
訂
故
実
叢
書
」
所
収
の
、
森
幸
安
著

「中
昔
京
師
地
図
」

(宝
暦
三
年
-

一

七
五
三
ー
)
、
源
重
度
著

「中
古
京
師
内
外
地
図
」

(天
保
七
年
-

一
八
三
六
1
)

に
も
、
こ
の
道
が
記
さ
れ
て
い
る
。
荒
神
口
の
近
く
で
は
、
荒
神
口
の
北
で
鴨
川

に
そ
そ
ぐ
月
輪
川

(
旧
田
中
村
を
流
れ
る
)
に
沿

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

す
な
わ
ち
、
志
賀
の
山
越
え
は
、
現
在
の
京
都
御
所
の
東
、
鴨
川
に
か
か
る
荒
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器

図志賀の山越」付

神
橋
を
起
点
に
し
、
荒
神
橋
の
東
詰
の
す

こ
し
北
か
ら
北
東
東

へ
向
か
い
、
東

一

条

・
北
白
川
バ
ス
停

(吉
田
山
の
北
)
を

へ
て
、
旧
道
沿
い
に
東

へ
向
か
い

(銀

閣
寺
方
面

へ
向
か
う
の
は
新
道
)
、
北
白
川
天
満
宮
の
下
か
ら
白
川
に
沿

っ
て
近

江
方
面
に
至
る
道
で
あ
り
、
現
存
す
る
。
た
だ
し
、
東

一
条
か
ら
北
白
川
バ
ス
停

の
西
南

(
吉
田
山
の
西
北
)
ま
で
の
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
間
は
、
京
都
大
学

の
校
地
と
な
り
消
滅
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
古
地
図
の
古
い
も
の
で
も
近
世
初
期
の
も

の
で
あ
り
、
こ

の
道
が
中
世
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
し
か
し
、
林
屋
辰
三
郎

・

川
嶋
将
生

・
鎌
田
道
隆
編

『京
の
道
-
歴
史
と
民
衆
ー
』
に
よ
れ
ば
、
荒
神
口
は

中
世
に
は

「今
道
の
下
口
」
あ
る
い
は

「白
川
口
」

「
坂
本

口
」
と
い
わ
れ
て
京

の
七
口
の

一
に
数
え
ら
れ
、
室
町
時
代
に
は
禁
裏
内
蔵
寮
の
関
所
が
置
か
れ
、
公

家
の
山
科
家
が
関
銭
の
徴
収
な
ど
に
当

っ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
道
が
中
世
以
前

か
ら
の
古
道
で
あ

っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
と
思
う
。

三

 

次
に
、
白
川
か
ら
志
賀
に
至
る
、
お
も
に
近
江
側
の
道
順
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
具
体
的
に
書

い
た
も
の
と
し
て
は
、
顕
昭
が
古
い
。
す
な
わ
ち
、

『袖
中

抄
』

(文
治
元
年
ー

一
一
八
五
ー
頃
か
)
に
、

志
賀
の
山
越
と
は
、
北
白
河
の
滝
の
か
た
は
ら
よ
り
の
ぼ
り
て
、
如
意
の
み

ね
こ
え
に
志
賀

へ
出
る
道
也
。

(巻
十
七
)

と
あ
る
。
こ
の
北
白
河
の
滝
に

つ
い
て
、
寒
川
辰
清
著

『近
江
国
輿
地
志
略
』

(享
保
十
九
年
ー

一
七
三
四
1
)
は
、

「如
意
輪
堂
の
楼
門
の
滝
是
な
り
」

(巻

十
三
)
と
し
、
鹿
ケ
谷
か
ら
如
意
岳
に
登
る
途
中
に
あ
る
楼
門
の
滝

(滝
の
そ
ば

に
も
と
如
意
寺
の
楼
門
が
あ

っ
た
)
を
そ
れ
と
み
な
し
、
鹿
ケ
谷
か
ら
如
意
岳
を

へ
て
三
井
寺
に
至
る
如
意
越
え
を
、
志
賀
の
山
越
え
と
す
る

。

(巻
十
三
)

し
か
し
、
顕
昭
は
、
北
白
川
と

一
乗
寺
の
間
に
あ
る
瓜
生
山

(
三
〇

一
メ
ー
ト
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ル
)
に

つ
い
て
、

瓜
生
山
と
は
、
白
川
の
滝
の
上
也

。

(
『
袖
中
抄
』
巻
十
七
)

と
し
、
こ
の
白
川
の
滝
が
北
白
河
の
滝

の
こ
と
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
北
白
川
の
滝

は
楼
門
の
滝
で
は
あ
る
ま
い
。

白
川
の
滝
は

「
能
因
歌
枕
」

「
五
代
集
歌
枕
」

「
八
雲
御
抄
」
に
も
み
え
る
歌

枕
で
あ

っ
た
。
白
慧
著

『
山
州
名
跡
志
』

(
正
徳
元
年
ー

一
七

一
一
1
)
に
、

(
白
河
)
滝

今
は
亡
し
。
古

在
切
里
ノ
東
五
町
許
唱。
北
よ
り
南
に
落

つ

る
。
二
十
年
前
猶
在
り
。
総
じ

て
此
ノ
里
ノ
民
石
を
伐
り
て
為
㎏
業
ト
。此
ノ

故
に
年
々
に
掘
リ
穿

っ
て
滝
滅
せ
り
。
水
流
今
所
々
に
分
れ
流
る
。
其
ノ
所

今
云
η
滝
渓
↓
也
。

(
巻

五
)

と
あ
り
、
瓜
生
山
か
ら
白
川
に
流
れ
落

ち
て
い
た
が
、
江
戸
中
期
に
消
滅
し
た
と

い
う
。
と
こ
ろ
が
、

『名
跡
志
』
か
ら
七
十

年
ほ
ど
後
に
成
立
し
た
、
秋
里
籠
島
著

『都
名
所
図
会
』

(安
永
九
年
ー

一
七
八
〇
1
)
の

「
北
白
川
」
の
項
に
、

白
川
の
滝
は
道
の
傍
に
あ
り
て
日
陰
を
晒
し
、
川
の
半
に
橋
あ
り
て
、
は
じ

め
に
右
手
に
見
し
流
れ
も
い
つ
と
な
く
弓
手
に
な
り
て
、
谷
の
水
音
漸
渥
と

し
て
深
山
が
く
れ
の
花
を
見
…
…
。

(
巻
三
)

と
あ
る
。
こ
こ
に

「
川
の
半
に
橋
あ
り

て
」
は
、
新
田
川
が
白
川
に
そ
そ
ぐ
所
の

橋

(如
意
越
え
に
向
か
う
所
の
橋
)
で
、
現
在
も
そ
こ
か
ら
下
流
は
白
川
が
道
の

右
手
を
流
れ
、
そ
こ
か
ら
上
流
は
白
川
が
道
の
弓
手

(左
手
)
を
流
れ
て
い
る
。

す
る
と
こ
の
白
川
の
滝
は
、
新
田
川
が
白
川
に
そ
そ
ぐ
所
か
ら
下
流
に
あ

っ
た
こ

と
に
な
る
。

『
名
所
図
会
』
に
い
う
白
川
の
滝
が
、

『
名
跡
志
』
に
い
う
消
滅
し
た
は
ず
の

白
川
の
滝
な
の
か
、
あ
る
い
は
、

『拾
芥
抄
』
に
い
う
七
瀬
の
霊
所
の

一
の

「
東

滝
北
白
河
ノ
滝
」
、
そ
れ
は
大
島
武
好
著

『山
城
名
勝
志
』

(正
徳
元
年
ー

一
七

=

1
)
に
、

東
滝

按
今
在
下山
中
越
内
白
川
村
東
与
二
山
中
村
一之
間
上
。

(巻
十
二
)

と
あ
る
、
そ
の
東
滝
の
こ
と
か
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
要
す
る
に

『袖
中
抄
』
の

文
は
、
白
川
か
ら
新
田
川
に
沿

っ
て
登
り
、
如
意
岳
を
越
え
る
道
で
あ
る
か
ら
、

北
白
河
の
滝
は
新
田
川
が
白
川
に
そ
そ
ぐ
所
か
ら
下
流
の
道
の
そ
ば
に
あ

っ
た
は

ず
で
あ
り
、
位
置
的
に

『
名
跡
志
』

(
『
名
所
図
会
』
)
に
記
す
白
川
の
滝
と

一

致
す
る
。

現
在
、
白
川
に
流
れ
落
ち
る
自
然
の
滝
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
白
川
が
滝
と
な

っ

て
流
れ
落
ち
る
箇
所
は
、
大
小
を
含
め
て
い
く

つ
か
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
岩
坂
に

一
つ
、
地
蔵
谷
の
北
白
川
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
の
下
に
二
つ
、
琵
琶
町
に
も
二
、
三
み

ら
れ
る
。
そ
し
て
現
在

一
般
に
白
川
の
滝
と
い
う
の
は
、
昭
和
六
十

一
年
元
旦
の

「京
都
新
聞
」
朝
刊
の

「別
冊
切
抜
帳
」
で
も
紹
介
さ
れ
た
、
岩
坂
の
滝
を
さ
す

よ
う
だ
。
そ
れ
は
大
き
く
二
段
に
分
か
れ
、
上
流
側
が
約

一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
下

流
側
が
約
四
メ
ー
ト
ル
の
落
差
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
滝
は
新
田
川
が
白
川
に
そ
そ
ぐ
所
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
も
上
流

に
あ
り
、

『袖
中
抄
』
の
北
白
河
の
滝
に
は
該
当
し
な
い
。
や
は
り

『袖
中
抄
』

の
北
白
河
の
滝
は
、
前
述
の

『名
跡
志
』

(
『名
所
図
会
』
)
の
白
川
の
滝
を
さ

す
と
考
え
ら
れ
る
。

『名
跡
志
』
に
よ
れ
ば
白
川
の
滝
の
あ

っ
た
所
を

「滝
渓
」

と
い
う
そ
う
で
あ
る
が
、
地
も
と
の
郷
土
史
家
に
尋
ね
て
も
現
在
そ
の
位
置
は
不

明
で
あ
る
。

結
局

『袖
中
抄
』
の
志
賀
の
山
越
え
は
、
北
白
川
か
ら
白
川
の
滝
の
そ
ば
を
通

っ

て
白
川
沿
い
に
登
り
、
途
中
か
ら
新
田
川
沿
い
に
登
り
、
如
意
岳
の
北
麓
を

へ
て

柳
川
沿
い
に
下
り
、
皇
子
山

・
錦
織
に
至
る
如
意
越
え

(
最
高
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
)

の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
顕
昭
が
、

『
古
今
集
』
の
、

志
賀
の
山
越
え
に
、
女
の
多
く
あ

へ
り
け
る
に
、
よ
み
て

つ
か
は
し

け
る

貫
之
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梓
弓
春
の
山
辺
を
越
え
く
れ
ば
道
も
さ
り
あ
へ
ず
花
ぞ
散
り
け
る

(巻
二

・

=

五
)

の
志
賀
の
山
越
え
に
つ
い
て
、

『古
今
集
註
』
に
、

是
は
如
意
越
よ
り
は
北
、
今
路
越

よ
り
は
南
に
、
志
賀

へ
越
ゆ
る
路
あ
り
と

い
へ
り
。

(
巻
二
)

と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う

「
如
意
越
」
は
、

『袖
中
抄
』
の

「
如
意
の
み
ね

こ
え
」
で
あ
ろ
う
。
今
道
越
え
は
、

『
太
平
記
」
に
、

正
月
二
十
月
の
晩
景
に
東
坂
本

に
ぞ
著
き
に
け
る
。
官
軍
い
よ
い
よ
勢
を

得
て
、
翌
日
に
も
や
が
て
京
都

へ
寄
せ
ん
と
議
し
け
る
が
、
…
…
新
田
左
兵

衛
督
兄
弟
は
二
万
余
騎
の
勢
を
率
し
、
調

よ
り
向
か

っ
て
北
白
河
に
陣
を

取
る
。

(巻
十
五

・
正
月
二
十
七
日
合
戦
事
)

搦
手
に
は
…

.四
国
、
中
国
の
勢

八
万
余
騎
、
今
道
越
に
三
石
の
麓
を
経

て
、
無
動
寺

へ
寄
せ
ん
と
志
す
。

(
巻
十
七

・
山
攻
事
付
日
吉
神
託
事
)

と
あ
る
道
で
、
山
中
町
の
西
教
寺
の
そ
ば

の
石
橋
か
ら
北

へ
向
か
い
、

一
本
杉

・

無
動
寺
を
へ
て
上
坂
本
に
至
る
道
で
あ
る
。

四

如
意
越
え
の
北
、
今
道
越
え
の
南
に
は
、
現
在
、
山
中
越
え
と
志
賀
峠
越
え
の

二
本
の
道
が
あ
り
、
顕
昭
が

『古
今
集
註
』
で
い
う
道
が
、
そ
の
ど
ち
ら
な
の
か
、

明
ら
か
で
な
い
。
顕
昭
が
記
し
て
い
な
い
の
で
、
他
の
資
料
に
あ
た

っ
て
み
よ
う
。

志
賀
山
越

.
土
人
云
、
山
中
村
の
東
端
に
石
橋
あ
り
。
そ
れ
よ
り
東
南

へ
行

く
道
、
志
賀
の
山
越
也
。
南
滋
賀

へ
出
る
順
路
也
。

(
『山
城
名
勝
志
』

巻
十
二
)

志
賀
山
越

滋
賀
里
赤
塚
よ
り
登
り
、
峠
を
越
え
、
山
中
里
、
白
川
村
を
経

て
京
師
に
出
つ
る
、
こ
れ
を
山
中
越
と
い
ふ
。

(
『
東
海
道
名
所
図
会
』

巻

一
)

志
賀
山
越

一
名
瓜
生
山
。
今
、
山
中
越
と
云
ふ
は
新
道
な
り
。
東
山
勝
軍

地
蔵

へ
出
つ
る
。

(
『
近
江
名
所
図
会
』
巻
二
)

志
賀
山

今
滋
賀
村
の
山
嶺
な
り
。
北
比
叡
の
脈
を
受
け
、
南
は
長
等
、
逢

坂
に
連
る
。
山
路
の
西
に
喩
え
て
白
川

(
山
城
愛
宕
郡
)
に
通
ず
る
を
志

賀
山
越
と
称
し
、
五
十
町
計
あ
り
。
又
、
三
井
寺
の
北
院
よ
り
登
り
、
如

意
の
北
を
続
る
岐
路
あ
り
。
然
れ
ど
も
本
路
は
、
大
字
滋
賀
里
よ
り
登
り
、

山
中
越
と
呼
ぶ
者
是
な
り
。

(
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
近
江
滋
賀
郡
)

『大
日
本
地
名
辞
書
』
の

「
又
、
三
井
寺
の
北
院
よ
り
登
り
、
如
意
の
北
を
続

る
岐
路
あ
り
」
は

『
袖
中
抄
』
の
如
意
越
え
に
く
ら
べ
て
、
新
田
川
に
沿
う
所
は

同
じ
だ
が
、
如
意
岳
の
北
か
ら
三
七
〇

メ
ー
ト
ル
地
点
を

へ
て
北
院

(神
羅
善
神

堂
付
近
)

へ
下
る
道
で
あ
り
、
そ
の
点
が
異
な
る
。

「山
路
の
西
に
喩
え
て
、
白
川

(山
城
愛
宕
郡
)
に
通
ず
る
を
志
賀
山
越
と
称

し
、
五
十
町
計
あ
り
」
は
、

『
山
城
名
勝
志
』

『近
江
名
所
図
会
』
に
い
う
道
と

同
じ
で
、
山
中
町
か
ら
東
南

へ
向
か
い
、
田
ノ
谷
峠

(
高
さ
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
)

を
越
え
て
南
滋
賀
に
至
る
も
の
で
、
現
在
、
山
中
越
え
と
い
っ
て
い
る
道
で
あ
る
。

ま
た
、

「
本
路
は
、
大
字
滋
賀
里
よ
り
登
り
、
山
中
越
と
呼
ぶ
者
是
な
り
」
は

『東
海
道
名
所
図
会
』
に
い
う
道
と
同
じ
で
、
こ
れ
も
山
中
越
え
と
い
っ
た
ら
し

い
。
か
く
し
て
二

つ
の
山
中
越
え
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

『
日
本
後
紀
』
の
弘
仁
六
年

(
八

一
五
)
四
月
二
十
二
日
条
に
、
嵯
峨
天
皇
の

唐
崎
行
幸
の
記
事
が
あ
り
、
そ
こ
に
、

幸
畝
近

江
ノ
国
滋

賀
ノ
韓

崎

瓢
。

便
チ
過
3
崇

福

寺

弓
。

と
あ
る
。
崇
福
寺
趾
は
滋
賀
里
の
西
の
谷
に
あ
り
、
現
在
の
山
中
越
え
で
行
く
な

ら
ば
、
南
滋
賀
に
出
て
か
ら
滋
賀
里
ま
で
北
上
し
、
さ
ら
に
西
の
谷
に
入
る
こ
と

に
な

っ
て
迂
回
路
と
な
り
、

「
過
二
崇
福
寺

一」
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
行
幸

の

道
は
、

『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
い
う
旧
山
中
越
え
で
あ
り
、
現
在
の
山
中
越
え

は

『
近
江
名
所
図
会
』
に
い
う
よ
う
に
新
道
で
あ
る
よ
う
だ
。
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か
く
し
て
、
顕
昭
が

『古
今
集
註
』
に
記
し
た
、
貫
之
の
通

っ
た
志
賀
の
山
越

え
は
、
山
中
町
の
東
端
で
旧
道
と
新
道
が
合
流
す
る
所
か
ら
、
北
東

へ
向
か
い
、

志
賀
峠

(
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
比
叡
山

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
が
南
北
に
走
る
)
を
横

断
し
、
崇
福
寺
の
金
堂
趾
の
下
を

へ
て
滋
賀
里

(
旧
赤
塚
村
を
含
む
)
に
至
る
道

で
、
旧
山
中
越
え
を
い
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に

「
…
志
賀

へ
越
ゆ
る
路
あ
り

と
い
へ
り
」
と
書
い
た
の
は
、
そ
の
旧
山
中
越
え
が
顕
昭
の
当
時
あ
ま
り
利
用
さ

れ
ず
に
荒
廃
し
、
顕
昭
も
よ
く
知
ら
な

い
古
道
で
あ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
旧
山
中

越
え
が
衰
退
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
上
條
彰
次
氏
は
崇
福
寺
の
衰
運
と
関
係
が

へ
　

　

あ
ろ
う
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

紀
貫
之
は
天
慶
八
年

(九
四
五
)
に
没
し
た
と
い
わ
れ

(
『
和
歌
大
辞
典
』
)
、

元
良
親
王
は
天
慶
六
年

(
九
四
三
)
に
没
し
て
お
り

(
『紹
運
録
』
な
ど
)
、
二

人
は
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

『
大
和
物
語
』

=
二
七
段
の
志
賀
の

山
越
え
も
、
旧
山
中
越
え
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
、
こ
の
旧
山
中
越
え

は
、
牛
車
の
通
れ
る
ほ
ど
の
道
幅
は
あ
る
が
、
地
も
と
の
人
も
あ
ま
り
通
行
せ
ず
、

志
賀
峠
付
近
で
は
、

つ
た

・
か
ず
ら
が
道
を
塞
い
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

五

さ
て
問
題
の

「
い
は
え
」
で
あ
る
が
、

旧
注
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
だ
け
で
、

近
代
の
注
釈
も
す

べ
て
未
詳
と
す
る
。

岩
江

三
井
寺
西
也
。

(
砂
)

い
は
え
も
其

(
志
賀
の
山
越
)
わ
た
り
な
る
べ
し
。

(
冠
註
)

『紗
』
の
い
う
三
井
寺
西
は
、
如
意
越

え
の
出
口
、
長
等
山
の
麓
で
あ
り
、
志

賀
の
山
越
え
を
旧
山
中
越
え
と
す
る
立
場

か
ら
は
ま

っ
た
く
問
題
に
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
為
家
本

の

「
い
は
え
」

は
、
為
衆
本

・
宮
内
庁
書
陵
部
本

に
は

「
い
は
江
」
と
あ
り
、
為
氏
本
は

「
い
は

み
」
、
勝
命
本

・
御
巫
本

・
鈴
鹿
本
は

「
い
も
は
ら
」

(
『元
良
親
王
集
』
も

)
、
寛
喜
本
は

「
い
は
す
」
と
あ
る
。
す

な
わ
ち

「
い
も
は
ら
」
だ
け
が
独
自
異
文
で
あ
り
、
他
は

「
い
は
」
の
二
文
字
が

共
通
す
る
。
旧
山
中
越
え
の
途
中
に

「
い
は
え
」
と
い
う
地
名
は
見
出
だ
せ
な
い
。

そ
こ
で
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
原
本
は

「
い
は
え
」
で
な
く
、

「
い
は
」
の
つ
く

「
い
は
○
」
と
い
う
地
名
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

『大
和
物
語
』

一
三
七
段
に
よ
れ
ば
、
元
良
親
王
は

「
い
は
え
」
に
山
荘
を
造

っ

て
、
志
賀
寺

(
崇
福
寺
)
に
詣
ず
る
女
房
た
ち
を
御
覧
に
な

っ
た
と
い
う
。
す
る

と

「
い
は
え
」
の
位
置
は
、
京
か
ら
旧
山
中
越
え
の
崇
福
寺
ま
で
の
間
で
あ
り
、

崇
福
寺
か
ら
琵
琶
湖
の
間
で
は
あ
り
え
な
い
。
旧
山
中
越
え
は
山
中
町
か
ら
崇
福

寺
ま
で
は
、
尾
根
道
で
あ

っ
た
り
、
最
高
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
を
縫
う
よ

う
に
続
い
て
お
り
、
そ
ん
な
山
中
に
と
て
も
山
荘
を
造
る
よ
う
な
環
境
に
は
な
い
。

「
い
は
え
」
は
京
か
ら
山
中
町
ま
で
の
山
城

(京
都
)
側
に
あ

っ
た
地
名
と
推
定

さ
れ
る
。

そ
こ
で
京
都
側
か
ら

「
い
は
○
」
と
い
う
地
名
を
探
す
と
、
地
蔵
谷
の
奥
、
山

中
町
の
手
前
に

「
岩
坂
」
と
い
う
地
名
が
現
存
す
る
。
次
に
そ
の
岩
坂
に
つ
い
て

調

べ
て
み
る
。

岩
坂
は
旧
愛
宕
郡
白
川
村
大
字
岩
阪
、
現
在
は
京
都
市
左
京
区
北
白
川
岩
坂
町

と
い
う
。

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

(京
都
府

・
下
巻
)
に
よ
れ
ば
、
岩
坂
町

に
は
わ
ず
か
二
世
帯

・
八
人
が
居
住
す
る
。

『同
大
辞
典
』
に
、

東
は
滋
賀
県
大
津
市
に
隣
接
。
比
叡
山
の
南
山
中
に
位
置
し
、
南
部
を
主
要

地
方
道
下
鴨
大
津
線
が
東
西
に
通
り
、
白
川
が
西
に
流
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
針

葉
樹
林

(
人
工
林
)
と
広
葉
樹
木
と
で
履
わ
れ
る
地
域
。
当
町
は
風
致
地
区

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

と
あ
る
。

『
愛
宕
郡
志
』
の

「白
川
村
」
の
項
に
は
、

白
川
山

白
川
越
道
路
の
南
北
に
在
り
。
…
…
北
を
北
山
と
云
ふ
。
高
約
十

八
丈
。
西
南
面
本
村
に
属
す
。
勝
軍
山
、
瓜
生
山
、
中
山
、
南
が
原
、
岩

阪
、
地
蔵
谷
、
蓬
谷
、
清
沢
口
、
丸
山
、
外
山
等
の
称
あ
れ
ど
、
皆
白
川
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山
の
区
分
に
過
ぎ
ず
。

岩
阪

東
北

二
七
五
、
八
二
七

(段
別
)

細
別
小
字

蓬
谷
、
岩
阪
、
地
蔵
谷
、
猪

ノ
鼻
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
岩
阪
は
志
賀
の
山
越
え
の
京
都
側
の
端
に
あ
り
、
滋
賀
県

大
津
市
山
中
町
と
接
し
、
北
白
川
仕
伏
町
か
ら
白
川
沿
い
に
ニ
キ

ロ
ほ
ど
入

っ
た

谷
間
に
あ
る
。
現
在
の
行
政
区
画
は
、
白
川
を
境
に
し
て
北
を
地
蔵
谷

・
岩
坂
と

い
い
、
南
を
中
山

・
南
が
原
と
い
う
そ
う
で
あ
る
。

岩
坂
の
こ
と
は
、
管
見
に
入

っ
た
限
り
で
は

『平
家
物
語
』
に

一
箇
所
登
場
す

る
。
す
な
わ
ち
、
以
仁
王

(高
倉
宮
)
は
大
津
の
三
井
寺
に
こ
も
り
、
比
叡
山
の

延
暦
寺

(山
門
)
、
奈
良

(南
都
)
の
興
福
寺
の
援
助
を
期
待
し
な
が
ら
、
平
清

盛
討
伐
の
計
を
練

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
山
門
は
頼
り
に
な
ら
ず
、
南
都
の
援
軍

も
お
そ
く
、
し
だ
い
に
あ
せ
り
始
め
た
。
や
が
て
、
三
井
寺
で
は
大
衆
が
集
ま

っ

て
会
議
を
し
、
搦
手
は
如
意
越
え
を
し

て
白
川
の
在
家
に
火
を
放
ち
、
六
波
羅
の

平
家
の
武
土
を
そ
ち
ら

へ
お
び
き
寄
せ
、
そ
の
す
き
を
見
て
大
手
が
逢
坂
越
え
か

ら

一
気
に
六
波
羅
を
攻
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

老
少
二
手
に
わ
か
(ツ)て
、
老
僧
ど
も
は
如
意
が
峯
よ
り
搦
手
に
む
か
ふ
べ
し
。

足
が
る
共
四
五
百
人
さ
き
だ
て
、
白
河
の
在
家
に
火
を
か
け
て
や
き
あ
げ
ば
、

在
京
六
波
羅
の
武
士
、

「
あ
は
や
事
い
で
き
た
り
」
と
て
、
は
せ
む
か
は
ん

ず
ら
ん
。
其
時
、
岩
坂

・
桜
本
に
ひ
(ツ)か
け
ひ
(ツ)か
け
、
し
(・)ば
し
さ
さ

へ

て
た
た
か
は
ん
ま
に
、
大
手
は
伊
豆
守
を
大
将
軍
に
て
、
悪
僧
共
六
波
羅
に

お
し
よ
せ
、
風
う

へ
に
火
か
け
、

一
も
み
も
う
で
せ
め
ん
に
、
な
ど
か
太
政

大
臣
や
き
い
だ
い
て
う
た
ざ
る
べ
き
」
と
そ
愈
議
し
け
る
。

(
巻
四

・
永
倉

議
-
大
系
本
)

「ひ
(ツ)か
け
」
に
つ
い
て
は
、

「お
び
き
だ
す
」

(大
系
)
、

「
襲
い
か
か
る
」

(全
集
)
、

「だ
ま
す
」

(古
典
全
書
)
、

「馬
を
駆

っ
て
襲
う
」

(新
潮
集
成
)

な
ど
の
解
が
あ
る
。
寂
光
院
本
に
は

「
ひ
か

へ
」
と
あ
り
、
そ
れ
な
ら
ば

「
控
え

る
」
の
意
と
な
る
。
こ
れ
が

『
源
平
盛
衰
記
』

(
黒
川
本
)
に
は
、

在
京
に
火
を
放
ち
な
ば
、
六
波
羅
の
早
雄
の
武
者
共
、
軍
兵
に
招
か
れ
て
馳

せ
乗
ら
ば
、
引
退
き
引
退
き
あ
ひ
し
ら
ひ
、
矢
少
々
射
さ
せ
て
、
岩
坂

・
桜

本
に
引
籠
り
て
戦
は
ん
。

(巻
十
四

・
三
井
寺
倉
議
附
浄
見
原
天
皇
の
事
)

の
よ
う
に
、

「
引
籠
り
て
」
と
あ
る
。

「
ひ
(ッ)か
け
」
は

『大
日
本
国
語
辞
典
』

に
、

「計
略
な
ど
で
相
手
を
陥
れ
る
こ
と
。
だ
ま
す
こ
と
」
と
あ
る
よ
う
な
意
味

で
、
こ
こ
は

「
だ
ま
し
て
誘
い
こ
む
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

当
時
の

「
白
河
の
在
家
」
の
位
置
も
問
題
に
な
る
。
大
島
武
好
著

『山
城
名
勝

志
』

(
正
徳
元
年
ー

一
七

=

1
)
に
、

白
河

古
号
コ
ル白
川
↓
地
者
、
従
剥
浄
土
寺
村

・
北
白
川
村

一、
限
罰
鴨
河
,

東
り
、

迄
二
九
条
,
辺

一、
凡

ソ
日
コ白

河
尋
也
。

(
巻

十

三
)

と
あ
り
、
源
重
度
の

『中
古
京
師
内
外
地
図
』

(
天
保
七
年
-

一
八
三
六
ー
)
も

ほ
ぼ
同
じ
区
域
と
し
、
白
川
の
流
れ
を
境
に
し
て
、
北
を
北
白
川
、
南
を
南
白
川

と
い
う
と
す
る
。

一
方
、
白
川
の
流
れ
に

つ
い
て
は
、

『京
都
市
の
地
名
』

(
日
本
歴
史
地
名
大

系

・
27
)
の

「
白
川
)
の
項
に
、

か

つ
て
の
白
川
は
三
条
通
の
北
を
西
に
流
れ
て
鴨
川
と
合
流
し
て
い
た
が
、

承
応
二
年

(
一
六
五
三
)
の
新
改
洛
陽
並
洛
外
之
図
に
よ
る
と
白
川
本
流
が

こ

か
わ

廃
絶
し
て
お
り
、
そ
れ
に
代
わ

っ
て
白
川
の
支
流
で
あ

っ
た
小
川
が
、
新
た

に
白
川
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
従

っ
て
現
在
、
平
安
神
宮

(
現
左
京
区
)

け
い
り
ゆ
う

前
の
慶
流
橋
か
ら
疎
水
と
分
れ
て
南
へ
流
れ
、
知
恩
院
古
門
前

(
現
東
山
区
)

を
西
に
流
れ
て
四
条
通
の
北
で
鴨
川
運
河
に
合
流
す
る
川
も
白
川
と
よ
ぶ
が
、

こ
れ
は
昔
の
小
川
で
あ
り
、
か

つ
て
の
白
川
本
流
で
は
な
い
。

と
あ
り
、
平
安
の
頃
の
白
川
は
、
三
条
通
の
北
で
鴨
川
に
そ
そ
い
で
い
た
よ
う
だ
。

白
川
の
地
に
は
、
院
政
期
に
北
白
川
の
う
ち
の

一
条
～
四
条

(
現
在
の
市
立
動

物
園

・
平
安
神
宮
付
近
)
に
六
勝
寺
が
造
営
さ
れ
た
。
さ
ら
に
前
述
の

『
京
都
市



32第17号奈 良 大 学 紀 要

の
地
名
』
の

「
白
川
村
」
の
項
に
よ
れ
ば
、

「
鈴
鹿
家
記
」
明
徳
二
年

(
=
二
九

一
)

=

月
二
六
日
に
、
白
川

・
浄
土

寺
の
人
々
が
吉
田
社
神
人
と
闘
う
と
あ
り
、
こ
の
頃
既
に
集
落
は
成
立
し
て

い
た
よ
う
だ
。

と
い
う
。
万
治
版

『
新
版
平
安
城
東
西
南
北
町
並
洛
外
之
図
』

(藤
田
氏
の
前
書

所
収
)
や
、
寛
文
十
二
年

(
一
六
七
二
)
の

『新
版
平
安
城
井
洛
外
之
図
』
に
も
、

浄
土
寺
村
の
北
、
現
在
の
北
白
川
天
満
宮
の
辺
に
の
み
人
家
を
記
し
、

「
白
川
む

ら
」
と
書
い
て
あ
る
。

藤
岡
謙
二
郎

・
西
村
睦
男
著

『北
白

川
と
嵯
峨
野
』
に
収
め
ら
れ
た
、
北
白
川

の
宅
地
の

「年
代
別
膨
張
図
」
を
見
る
と
、
北
白
川
の
集
落
は
明
治
十
九
年
に
は
、

志
賀
の
山
越
え
沿
い
の
北
白
川
バ
ス
停

(吉
田
山
の
北
)
か
ら
北
白
川
天
満
宮
を

へ
て
仕
伏
町
ま
で
発
達
し
て
い
る
様
が

よ
く
分
か
る
。
こ
の
地
域
は
、
縄
文
各
期

の
遺
跡
群
を
ふ
く
む
北
白
川
遺
跡

(北
白
川
扇
状
地
)
の
南
辺
に
沿

っ
て
お
り
、

古
く
か
ら
住
居
に
適
し
た
所
で
あ

っ
た

。
平
安
当
時
の
白
川
の
集
落
も
、
如
意
岳

の
麓
、
と
く
に
志
賀
の
山
越
え
沿
い
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の

白
川
の
在
家
に
火
を
放

っ
て
、
平
家
を
岩
坂

・
桜
本
に
誘
い
こ
も
う
と
し
た
わ
け

で
あ
る
。

六

桜
本
は
、

『
栄
花
物
語
』
で
高
内
侍
貴
子

(定
子
中
宮
の
母
)
が
没
し
た
所
に
、

桜
を

(
「を
」
は

「本
」
の
草
体

の
誤
)
と
云
所
に
て
ぞ
、
さ
る
べ
き
屋
作

り
て
納
め
奉
り
け
る
。

(
巻
五

・
浦
々
の
別
れ
)

と
あ
る
。
ま
た
、
冷
泉
天
皇
は
寛
弘
八
年

(
一
〇

一
一
)
十
月
に
崩
御
し
、

「桜

本
寺
乾
原
」
に
葬
ら
れ
た

(
帝
王
編
年

記
)
。
北
塚
が
そ
の
桜
本
寺
趾
と
さ
れ
、

明
治
二
十
二
年
冷
泉
天
皇
陵

(
桜
本
陵
)
に
治
定
さ
れ
た
。
そ
の
御
陵
は
左
京
区

鹿
ケ
谷
法
然
院
町
の
霊
鑑
寺
の
西
北
に
あ
る
。
ま
た
、
後

一
条
天
皇
は
長
元
九
年

(
一
〇
三
六
)
四
月
に
崩
御
し
、
御
女
の
二
条
院
に
よ

っ
て
御
影
が

「菩
提
樹
院
」

に
安
置
さ
れ
た

(
帝
王
編
年
記
)
。
そ
の
菩
提
樹
院
の
位
置
で
あ
る
が
、
後

一
条

天
皇
の
母
上
東
門
院

(
彰
子
)
に
関
し
て
、

『百
錬
抄
』
に
、

長
暦
元
年
六
月
二
日
。
上
東
門
院
供
二養
菩
提
樹
院

一。

後

一
条
院
御
墓
所
。

号
二
桜
下
一。
(巻
四
)

も
と

と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
菩
提
樹
院
陵
の
あ
る
地
も

「
桜
下
」
で

あ
る
。
菩
提
樹
院
陵
は
古
く
は
在
原
業
平
塚
と
称
し
て
い
た
も
の
で
、
明
治
二
十

二
年
後

一
条
天
皇
陵
に
治
定
さ
れ
た
。
そ
の
御
陵
は
左
京
区
吉
田
神
楽
岡
町
の
吉

田
山
の
東
南
に
あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
桜
本
は
吉
田
山
の
東
、
桜
谷
川
の
流
れ
る
鹿
ケ
谷
付
近
で
あ

り
、
三
井
寺
か
ら
如
意
越
え
で
鹿
ケ
谷
に
出
る
、
そ
の
坂
の
出

口
付
近
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
如
意
岳
に
は
三
井
寺
の
別
院
の
如
意
寺
が
あ

っ
た
。
そ
の
如
意
寺
趾

　
　

　

は
、
楼
門
の
滝
の
東
百
メ
ー
ト
ル
余
の
平
坦
地
が
そ
れ
か
と
い
わ
れ
る
。

『
平
家
物
語
』

(巻
四
)
で
鹿
ケ
谷
に
下
る
如
意
越
え
は
、
三
井
寺
の
裏
か
ら
登

り
、
如
意
岳

(
四
七
四
メ
ー
ト
ル
)
頂
上
の
す
ぐ
北
側
に
あ
る
池
地
蔵
を

へ
て
大

文
字
山

(
四
六
六
メ
ー
ト
ル
)
の
頂
上
に
至
り
、
鹿
ケ
谷
に
下
る
道
で
あ
る
。

次
に
、

『
平
家
」
の
岩
坂
に
つ
い
て
は
、

近
江
か
ら
都
に
入
る
通
路
に
あ
る
地
名
だ
ろ
う
が
、
岩
坂
は
未
詳
。

(大
系
)

如
意
岳
の
う
ち
で
、
近
江
路
の

一
険
で
あ
ろ
う
。
い
ま
不
明
。

(冨
倉
徳
次

郎
著

『
平
家
物
語
全
注
釈
』
上
)

如
意
岳
よ
り
北
の
志
賀
越
え
途
中
の
坂
。

(
新
潮
集
成
)

岩
坂
は
如
意
岳
の
中
に
て
近
江
路
の

一
険
な
ら
ん
、
今
其
所
を
失
ふ
。

(大

日
本
地
名
辞
書
)

京
都
市
左
京
区
如
意
岳
中
の
道
。
近
江
よ
り
京
都
に
至
る
道
と
い
わ
れ
る
。

(
日
本
国
語
大
辞
典
)
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な
ど
と
あ
り
、
大
部
分
は
未
詳
と
す
る
。

た
だ
、

『
新
潮
集
成
』
だ
け
は
、
現
北
白
川
岩
坂
町
付
近
の
坂
と
み
て
い
る
。

し
か
し
、
同
書
の
上
巻

二
一二

五
ペ
ー
ジ
の
略
図
に
よ
れ
ば
、
白
河
を
吉
田
山
の

南
と
し
、
岩
坂
に
行
く
の
に
、
三
井
寺
の
北
院
か
ら
北

へ
向
か
い
、
現
在
の
山
中

越
え
を
通

っ
た
と
す
る
。
も
し
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、

『
平
家
』
本
文
の

「
如
意
が

峯
よ
り
搦
手
に
む
か
ふ
べ
し
」
と
は
合

わ
な
く
な
る
。

岩
坂
は

『新
潮
集
成
』
の
い
う
よ
う
に
、
志
賀
の
山
越
え
の
岩
坂
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
こ
に
至
る

コ
ー
ス
が
問
題

で
あ
る
。
三
井
寺
か
ら
如
意
越
え
を
し
て

桜
本
に
出
て
、
北
白
川
の
焼
け
る
在
家

の
中
を
く
ぐ
り
抜
け
て
、
志
賀
の
山
越
え

の
入
口
の
岩
坂
に
行
く
の
も
不
可
能
だ
し
、
不
自
然
で
あ
る
。

じ

つ
は
岩
坂

へ
行
く
の
に
老
僧
た
ち
は
、
前
述
の

『袖
中
抄
』
の
如
意
越
え
を

通

っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
如
意
岳
の
北
の
、
池
地
蔵
の
北
で
道
が
迂
回
す

る
所
か
ら
新
田
川
沿
い
に
下
り
、
志
賀

の
山
越
え
の
地
蔵
谷

・
岩
坂
に
行

っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
道
は

『
太
平
記
』
に
も
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
江
の
坂
本
で
顕

家
と
義
貞
ら
が
評
定
し
、
三
井
寺
を
襲
う
の
に
、
大
手
は
志
賀

・
唐
崎
か
ら
攻
め
、

搦
手
は
、
山
門
の
大
衆
は
、
二
万
余
人
、
大

略
徒
立
な
り
け
れ
ば
、
如
意
越
を
搦
手
に

廻
り
、
時
の
声
を
揚
げ
ば
同
時
に
落
し
合
せ
ん
と
、
鳴
り
を
静
め
て
待
ち
明

か
す
。

(巻
十
五

二
二
井
寺
合
戦
井
当
寺
撞
鐘
事
付
俵
藤
太
事
)

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
門
の
大
衆
は
延
暦
寺
か
ら
今
道
越
え
で
山
中
町

へ
下
り
、

岩
坂

・
地
蔵
谷
を

へ
て
新
田
川
沿
い
に
如
意
岳
に
登
り
、
三
井
寺
を
攻
め
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、

『
平
家
』
の
ば
あ
い
は
、

老
僧
た
ち
は
三
井
寺
か
ら
如
意
岳
の
頂
上

の
北
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
二
隊
に
分
か
れ
て
、

一
隊
は
志
賀
の
山
越
え
入
口
の
岩

坂
に
下

っ
て
平
家
を
誘
い
こ
み
、

一
隊
は
如
意
岳

・
大
文
字
山
を

へ
て
桜
本
に
下

り
、
平
家
を
誘
い
こ
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

現
在
は
琵
琶
町
の
奥
に
地
蔵
谷
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
岩
坂
が
あ
る
が
、
元
来
、

志
賀
の
山
越
え
の
道
は
岩
の
多
い
坂
道
で
あ
り
、
白
川
石
の
産
地
に
も
な

っ
て
い

る
所
だ
か
ら
、
中
世
以
前
の
岩
坂
は
、
志
賀
の
山
越
え
の
京
都
側
、
す
な
わ
ち
、

現
在
の
琵
琶
町

・
地
蔵
谷

・
岩
坂
な
ど
を
含
め
た
総
称
で
あ

っ
た
ろ
う
。

『
大
和
物
語
』

一
三
七
段
の

「
い
は
え
」
は
、

「
い
は
阪
」

(
「
い
は
坂
」
)

の

「
阪
」

(坂
)
の
草
体
が

「
江
」

の
草
体
に
似
て
い
る
所
か
ら
、

「
い
は
阪
」

(
「
い
は
坂
」
)
が

「
い
は
江
」
と
誤
写
さ
れ
、
そ
れ
が
仮
名
書
き
し
て

「い
は

え
」
に
な

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
為
衆
本

・
宮
内
庁
書
陵
部
本
に

「
い
は
江
」
と

あ
る
の
は
、
転
写
の
過
程
を
推
測
さ
せ
る
写
本
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

現
在
の
北
白
川
岩
坂
町
は
、
北
白
川
仕
伏
町
か
ら
白
川
沿
い
に
ニ
キ

ロ
ほ
ど
遡

っ

た
所
に
あ
り
、
南
北
に
山
が
迫
り
、
道
も
曲
折
が
多
く
、
細
長
い
谷
間
で
あ
り
、

平
安
の
頃
に
親
王
の
山
荘
を
造
る
よ
う
な
地
形
や
環
境
に
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し

て
、
平
安
の
頃
の
岩
坂
を
琵
琶
町
付
近
ま
で
の
総
称
と
す
れ
ば
、
琵
琶
町
の
西
の

丸
山

(
一
四
八
メ
ー
ト
ル
)
の
周
辺
が
志
賀
越
え
の
入
口
に
あ
た
り
、
谷
間
も
広

く
、
人
里
か
ら
も
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
ず
、
親
王
の
閑
静
な
山
荘
を
営
む
地
と
し
て

は
、
格
好
の
所
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注
(
1
)
上
條
彰
次
氏

「
『
志
賀

の
山
越
え
』
考

-
俊
成
歌
観

へ
の

一
つ
の

ア
プ

ロ
ー
チ
ー
」

(
「
国

語
国

文
」
昭
和
四
十
三
年
十
月
号

)
。

(
2
)

『
山
城
名
勝

志
』
巻
十
三
、
竹
村
俊
則
著

『
昭
和
京
都
名
所
図
会
』
2
な
ど
。

後
記本稿
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
、
日
本
文
学
風
土
学
会
総
会
の
公
開
講
演
会
に
お
い
て

話
し
た
内
容
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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